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XMLとは

eXtensible Markup Languageの略
称で1998年2月にWorld Wide Web 
Consortiumが勧告(XML1.0勧告)し
たマークアップ言語である．



SGMLとは

Standard Geｎeralized Markup 
Language の略称である． ISO(国際標
準機構)が1986年に電子的にデータを
管理するために国際標準の規格とし
て定めたXMLの元になった記述言語
である．



SGMLの問題点

国際標準として定められ、普及が見
込まれたが実際はあまり利用されな
かった

＊記述方法が難解

＊多機能すぎて逆に使用するのに専門
知識が必要

普及しなかった原因



XMLの誕生

SGML SGMLXML

SGMLの難解な記述方法を整理、簡素化し

インターネット上で利用できるように改良



XMLの特徴

データ処理機能に優れている

XMLデータだけではレイアウト
表示ができない

HTMLよりも強力なリンク機能
を持っている

タグを自由に設定できる



XMLの利用

教育分野でのXMLの利用に着目

Web上で利用できるXMLデータベースを
用いた技術用語検索システムを構築



技術用語検索システムとは

「応用力学」「水理学」「土木計画」「コ
ンクリート工学」「土質力学」の５科目
の計１５００用語をデータベースとした，
Web上で管理，閲覧できる学習支援シ
ステムである．



XMLデータの構造

<all>

<word>

<number>番号</number>

<field>科目</field>

<grade>履修学年</grade>

<yougo jp=“頭文字”>用語</yougo>

<explanation>意味</explanation>

</word>   

</all>



XSLT及びxPathの利用

XML

XSLT

+

xPath

xPathが指定した部分
がブラウザ表示される

ブラウザ表示



XMLデータサーバの利用

XMLデータ
サーバ

Webサーバ

IIS5.0

クライアント

HTML形式で表示



XMLデータベースの構造

sotsuron

doboku-table.xsl

doboku.xml

body.html

ouriki

dobokuyougo

doboku-search.xsl

ルートフォルダ

ディレクトリ

データファイル



検索システムの概要

Webサーバ

XMLデータ

XSLT

格納

クライアント

XMLデータ

サーバ

HTML形式
で閲覧可能



検索方法



検索方法



検索方法



研究成果
建設業界で必要とされる様々な用語を，XML
データベースとしてWebサーバを介してインター
ネットで閲覧できる検索システムを構築した．

「XMLを利用した技術用語検索システム」の構築
により，５つの科目の用語を１つのWebサイトか
ら検索できるようになった．

このことから本システムは効率の良い学習支援
システムとして利用できる．


